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議会 傍聴を して

みませんか
議会 傍聴

　議員は、議場でどんな発言をしている
か。また、どんなまちづくりを考えている
か、今後の町の方向性を直接聞くことがで
きる良い機会です。ぜひお越しください。

※次回の会議は12月1日(火)～4日(金)
　  一般質問は12月2日(水)・3日(木)
　　午前10時、再開の予定です。

議会ライブ中継 配信中
（傍聴者は７月会議０人、９月会議６人、
 ライブ中継は２１６アクセスでした。）

お 知 ら せ
発行日
令和8年10月31日
発　行
川崎町議会

No.2４4議会情報便

編集　議会広聴・広報委員会編集　議会広聴・広報委員会

表紙の説明「はしって とんで ゴールへ」

撮影　広報モニター　藤原 義信さん

「かわさきこども園運動会」にて

提供：広報モニター　佐々木 和人さん撮影場所：川内字朴ノ木山地内

町の風景

見上げれば秋色見上げれば秋色

「はしって　とんで　ゴールへ」
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　本紙の「町の風景」（裏表紙）に掲載する写真を町
民の方より募集します。写真をご提供いただける方
は、議会事務局までご連絡をお願いします。

※ご提供いただいた写真が必ず掲載となるものではあり
ません。ご理解のうえでご提供願います。

※写真のタイトルは議会広聴・広報委員会で決定いたし
ます。

掲載写真を募集します

詳しくは、議会事務局まで TEL（0224）84ー2301

議会映像配信
議会の様子が
ご覧いただけます。
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～老朽化対策負担増～～老朽化対策負担増～
　下水道施設をはじめとした町民の暮ら
しを支えるライフライン施設の老朽化が
進んでいます。今後、施設の修繕や設備
の更新には多額の費用が必要となり、町
の財政負担がさらに増加することが見込
まれます。
　人口減少による税収等への影響も懸念
されるなか、限られた財源で住民サービ
スを維持していくためには、施設の長寿
命化や計画的な更新による経費の標準化
など、将来を見据えた財政運営が求めら
れます。

　9月17日に決算
認定案8件が審議さ
れ、原案のとおり
認定されました。
決算の概要を紹介
します。

決算

ライフ
　ライン
ライフ
　ライン 老朽化対策急務老朽化対策急務

各会計歳出決算
一般会計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療保険特別会計
介護保険特別会計
温泉事業特別会計
病院事業会計（３条分のみ）
水道事業会計（３条分のみ）
公共下水道事業会計（３条分のみ）
合　　計

56億424万円
11億1317万円
1億2838万円
11億4756万円

1533万円
9億2765万円
2億5783万円
4億7893万円
96億7309万円

令和7年度令和7年度
決算決算

義務的経費 36.6％

歳入

歳出

ポイント

定額減税の終了により
町民税が増
太陽光発電施設の増加により
固定資産税が増

公債費が前年度比で
1000万円減
物価高騰対策での商品券発行
事業により物件費が大幅増

供用開始から41年
釜房環境浄化センター
供用開始から41年
釜房環境浄化センター

一般会計

歳入決算
58億1516万円
一般会計

歳入決算
60億2160万円

地方税
12億1815万円
　   　　 20.2%

各種交付金
3億536万円
　　　 5.1%

地方特例交付金
419万円
　  0.1%

地方交付税
26億9442万円
　　　　44.7%

地方債
2億1168万円
　　　　3.5%

国庫支出金
5億9885万円
　　　9.9%

繰入金
1億2489万円
　　　  2.1%

繰越金
1億6386万円
　　　  2.7%

その他
2億3844万円
　　　　4.0%

地方譲与税
8763万円
　　 1.5%

県支出金
3億1000万円
　　　   5.1%

使用料・手数料
6413万円
　　 1.1%

自主財源 30.1％

一般会計

歳出決算
54億3290万円
一般会計

歳出決算
56億424万円

人件費
11億9972万円
　　　　21.4%

扶助費
4億9792万円
　　　　8.9%

公債費
3億5244万円
　　　　6.3%

普通建設事業費
4億2379万円
　　　　7.6%

災害復旧費
　　0万円
　　　0%

補助費等
11億6611万円
　　　　20.8%

維持補修費
1億3806万円
　　　　2.5%

積立金
4739万円
　　 0.8%

積立金
4696万円
　　0.8%

物件費
13億2400万円
　　　　23.6%

貸付金
2000万円
　　0.4%

繰出金
（上下水・病院会計分除く）
4億2238万円
　　　    7.5%

投資及び出資
1243万円
　　 0.2%
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～次年度へ生かす～～次年度へ生かす～
詳
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に
点
検
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詳
細
に
点
検
!!

令和7年度 決算審査特別委員会

事業の成果を検証事業の成果を検証
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高橋義則委員長　佐々木昭雄副委員長

　令和 7 年度の各種会計決算認定は、議長と議会選出監査委員を除く 11 名で構成する決算審査
特別委員会での審査に付託されました。委員長に高橋義則委員、副委員長に佐々木昭雄委員を選
任し、9 月 14 日から 16 日に審議しました。
　質疑は多数ありましたが、ここではその一部を紹介します。

町
と
議
会
が
連
携
し

て
取
り
組
む
こ
と
も
一
つ

の
方
法
で
す
。
他
自
治
体

の
条
例
な
ど
を
調
査
し
な

が
ら
、
実
効
性
の
あ
る
形

で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
が
可

能
か
、
協
議
を
重
ね
た
い

と
思
い
ま
す
。

将
来
像
を
農
業
者
や

関
係
機
関
と
共
有
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
多
様
な
担

い
手
の
確
保
に
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

答答

的
場
　
　
要 

委
員

佐
藤
　
新
一
郎 

委
員

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
の

問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

町
と
議
会
が
一
緒
に
条
例

を
策
定
す
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
今
後
の
対
応
は
。

地
域
計
画
に
基
づ
く

農
地
集
積
を
進
め
る
な
か

で
担
い
手
確
保
が
大
き
な

課
題
で
す
。
10
年
先
を
見

据
え
た
検
討
や
対
策
は
。

問問

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

農
業
の
担
い
手
確
保

　 ポイント

　地域計画では 10 年後を見据えた農地利

用を進めています。効率化を図るだけでは

農業は維持できません。高齢化や人口減少

が進むなか、その農地を誰が担っていくの

かが大きな課題です。

　 ポイント

　職員のメンタルヘルス相談など、働きや

すい環境づくりが進められています。一

方、全国的にハラスメントが問題となるな

か、相談対応だけでなく未然に防ぐ仕組み

づくりも重要です。

昨
年
９
月
か
ら
試
験

運
行
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
質
問
と
同
様
の
要
望

が
利
用
者
か
ら
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
町
民
バ
ス
の

利
用
状
況
も
加
味
し
な
が

ら
、
持
続
可
能
な
運
行
体

制
を
引
き
続
き
検
証
し
て

い
き
ま
す
。

病
床
利
用
率
の
減
少

に
は
、
人
口
減
少
や
近
隣

医
療
圏
域
病
院
か
ら
の
転

院
の
減
少
な
ど
が
要
因
と

捉
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

地
域
医
療
機
関
と
の
連
携

強
化
を
図
る
な
ど
、
収
益

改
善
に
努
め
ま
す
。

答

答

大
本
　
治
久 

委
員

生
駒
　
純
一 

委
員

デ
マ
ン
ド
交
通
の
本

格
運
行
に
向
け
、
土
日
運

行
や
事
前
登
録
の
簡
略
化

な
ど
、
利
用
者
目
線
で
改

善
を
す
る
考
え
は
。

川
崎
病
院
の
医
業
収

益
が
目
標
値
よ
り
低
く
経

営
に
直
結
す
る
病
床
利
用

率
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
確
保
に
向
け
、
原

因
と
今
後
の
対
策
は
。

問

問

よ
り
簡
単
な
手
続
き
を

安
定
経
営
に
向
け
て

　 ポイント

　令和 7 年度の入院患者は延べ 1028 人減

少しており、病床利用率は 75.0％で前年

度から 4.8 ポイント低下しました。病院経

営に直結する入院患者の確保が大きな課題

です。

　 ポイント

　令和7年9月からデマンド交通の試験運

行が始まりました。地域の移動手段として

利用が広がるなか、本格運行に向けて、さ

らに使いやすい仕組みにしていく必要があ

ります。

最
近
の
地
震
や
大
雨

被
害
の
報
道
を
見
る
と
、

改
め
て
上
下
水
道
を
維
持

し
て
い
く
こ
と
の
意
味
を

感
じ
て
い
ま
す
。
令
和
８

年
度
中
に
は
、
料
金
改
定

の
判
断
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

答

佐
藤
　
清
隆 

委
員

今
後
の
人
口
減
少
を

考
え
た
場
合
、
現
在
の
上

下
水
道
料
金
の
見
直
し
検

討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

今
後
の
対
応
は
。

問

料
金
の
見
直
し
も

　 ポイント

　人口減少が進み、料金収入が減る一方、

上下水道施設の維持や更新は続けなければ

なりません。安定したサービスを維持する

ため、経営と町民負担のバランスを考える

時期にきています。

当
町
で
は
独
自
施
策

も
含
め
た
各
種
予
防
接
種

事
業
を
積
極
的
に
推
進
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

国
の
定
期
接
種
の
対
象
以

外
に
助
成
が
必
要
だ
と
判

断
し
た
予
防
接
種
に
は
、

積
極
的
に
予
算
措
置
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。

答

眞
幡
　
善
次 

委
員

各
種
予
防
接
種
は
助

成
も
含
め
好
評
を
得
て
い

ま
す
。
健
康
管
理
の
観
点

か
ら
、
さ
ら
な
る
充
実
を

図
る
考
え
は
。

問

さ
ら
な
る
充
実
を

　 ポイント

　予防接種は病気の発症や重症化を防ぎ、

町民の健康を守る重要な取り組みです。接

種費用を含めた町の取り組みへの評価もあ

るなか、健康管理の観点から、さらに利用

しやすい環境づくりが期待されます。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会
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郷
土
芸
能
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
は
大
変
な
時

代
で
す
が
、
守
っ
て
い
く

こ
と
は
大
切
だ
と
理
解
し

て
い
ま
す
。
補
助
金
額
の

引
き
上
げ
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

学
校
の
要
望
か
ら
人

数
と
勤
務
時
間
、
業
務
内

容
等
を
調
整
し
、
必
要
な

人
員
の
確
保
を
図
っ
て
い

ま
す
。
令
和
７
年
度
は
11

名
が
週
４
日
か
ら
５
日
で

勤
務
し
て
い
ま
す
。

地
区
懇
談
会
な
ど
で

も
同
様
の
意
見
を
い
た
だ

き
、
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
町
民
も
多
い
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。
他
自
治
体

の
動
向
な
ど
も
把
握
し
な

が
ら
、
し
っ
か
り
と
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答

答

答

大
本
　
治
久 

委
員

下
斗
米
　
麻
子 

委
員

生
駒
　
純
一 

委
員

民
俗
芸
能
保
持
団
体

へ
の
補
助
金
に
つ
い
て
、

活
動
内
容
や
文
化
芸
能
保

存
の
観
点
か
ら
さ
ら
に
充

実
さ
せ
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。
見
直
し
の
考
え
は
。

学
校
の
学
習
環
境
充

実
の
た
め
教
員
補
助
員
を

増
員
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
充
実
し
た
環
境
に
な
っ

て
い
ま
す
。
増
員
に
伴
う

人
員
配
置
は
適
切
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
か
。

昨
年
度
は
全
国
的
に

ク
マ
の
被
害
が
多
発
し
ま

し
た
。
官
民
で
協
力
し
な

が
ら
山
林
に
果
樹
等
を
植

樹
す
る
考
え
は
。

問

問

問

支
援
の
拡
充
を

適
切
な
人
員
配
置

共
存
共
栄
へ

　 ポイント

　教員補助員が増員され、子どもたちへの

きめ細かな対応が期待されます。増員の効

果を十分に生かすには、必要な時間に適切

な人員が配置される勤務体制になっている

ことが大切です。

　 ポイント

　クマを人里へ近づけないためには、人里で

の対策とともに、山で餌を確保できる環境づ

くりも一つの視点です。人への影響が少ない

山林を活用した対策を考える必要があります。

　 ポイント

　民俗芸能保持団体への助成は１団体当た

り3万6000円です。物価高騰に加え、衣装

や道具の維持、後継者育成なども必要となる

なか、地域文化を次世代へつなぐ環境づくり

が課題です。

令
和
６
年
度
か
ら
温

泉
事
業
者
と
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な

進
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現

状
の
課
題
、
民
間
移
行
へ

の
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、

指
定
管
理
制
度
も
含
め
た

検
討
を
進
め
ま
す
。

令
和
７
年
度
の
整
形

外
科
患
者
数
は
前
年
度
比

で
９
・
２
％
の
減
少
で
し

た
。
今
後
は
、
広
報
紙
を

は
じ
め
と
し
た
周
知
方
法

の
拡
充
と
リ
ハ
ビ
リ
機
能

を
強
化
す
る
な
ど
、
診
療

体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

や
す
ら
ぎ
の
湯
を
維

持
す
る
た
め
に
は
大
き
な

予
算
が
必
要
で
す
。
所
管

事
務
調
査
で
出
さ
れ
た
意

見
を
尊
重
し
な
が
ら
、
利

用
料
金
の
見
直
し
な
ど
を

含
め
総
合
的
に
検
証
し
、

協
議
を
進
め
ま
す
。

答

答

答

佐
藤
　
昭
光 

委
員

眞
幡
　
善
次 

委
員

佐
藤
　
清
隆 

委
員

温
泉
事
業
の
民
間
的

経
営
手
法
の
導
入
推
進
に

つ
い
て
、
温
泉
事
業
者
と

意
見
交
換
し
つ
つ
、
指
定

管
理
制
度
等
の
検
討
を
し

て
み
て
は
。

川
崎
病
院
の
整
形
外

科
の
利
用
者
が
想
定
よ
り

少
な
い
よ
う
で
す
。
理
由

を
見
極
め
今
後
の
増
加
に

向
け
た
対
策
は
。

や
す
ら
ぎ
の
湯
は
利

用
者
が
増
加
し
て
い
る
も

の
の
、
こ
れ
か
ら
の
維
持

管
理
に
巨
額
の
費
用
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
後

の
運
営
方
針
は
。

問

問

問

指
定
管
理
も
視
野
に

身
近
な
病
院
で
受
診
を

今
後
の
運
営
方
針
は

　 ポイント

　やすらぎの湯は高齢者をはじめとした町

民の健康づくりや交流の場でもあり、利用

増加の理由を把握することが、今後の施設

運営を考える上でも重要です。

　 ポイント

　温泉事業を将来にわたって維持していく

には、安定した経営が欠かせません。町で

も「民間的経営手法の導入推進」を目標に

掲げており、今後の運営方法を具体的に検

討する必要があります。

　 ポイント

　整形外科の開設は、身近な病院で診療を

受けられる環境として町民から期待されて

います。一方、実際の利用は想定したほど

伸びていません。その要因を見極め、利用

につなげていくことが必要です。

こ
れ
か
ら
は
参
加
の

少
な
い
子
育
て
世
代
な
ど

幅
広
い
皆
さ
ん
が
集
ま
れ

る
環
境
を
考
え
ま
す
。
集

ま
り
や
す
い
会
場
に
町
が

出
向
い
て
、
皆
さ
ん
の
意

見
を
聞
い
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

答

遠
藤
　
雅
信 

委
員

今
後
、
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
を
行
政
区
以
外
や

土
日
で
の
開
催
を
検
討
し

て
み
て
は
。

問

幅
広
い
意
見
を

　 ポイント

　町民の声を町政に生かすため、まちづくり

懇談会が開催されています。一方、参加者の

固定化や、開催時間によって子育て世代など

が参加しにくいという声もあり、幅広い世代

の参加が課題です。

基
金
は
安
全
性
と
確

実
性
を
基
本
に
管
理
運
用

し
て
い
ま
す
。
満
期
を
迎

え
る
債
券
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
証
券
会
社
等
か
ら
情

報
を
収
集
し
つ
つ
、
利
率

や
償
還
期
間
、
発
行
体
の

信
用
力
等
を
確
認
し
な
が

ら
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

答

佐
々
木
　
昭
雄 

委
員

昨
今
の
金
利
動
向
を

見
る
と
、
基
金
運
用
に
一

定
の
見
直
し
も
必
要
で
あ

る
と
考
え
ま
す
が
。

問

安
全
運
用
を
基
本
に

　 ポイント

　金利を取り巻く環境は目まぐるしく変化

し、情勢に似合った運用方法は常に変化し

ています。町の財産を安全に管理しながら、

より有効に運用する視点が必要になってき

ます。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会



要望決議議会から
町へ

　今後の人口減少を考え
た場合、所管事務調査の
意見でも述べたように、
「上下水道料金」見直しの
必要性を感じます。施設
全体の維持管理も含めイ
ンフラを守り続ける観点
により検討してください。

　近年、住宅地等への「ツ
キノワグマ」出没が深刻
な問題となっています。
緊急対策の一つとして
「不用果樹伐採事業」を実
施しました。今後、棲み分
けを推進するために、山
林への果樹等の植樹を検
討してください。

　これまで取り組んでき
た基金運用は、昨今の金
利動向を見ると一定の見
直しが必要と考えます。
適正な時期を見極めなが
ら、確実で安全な運用を
検討してください。

　職員のメンタルヘルス
ケアに関しては、相談しや
すい環境になっています。
全国的に問題となっている
「ハラスメント」等に対応
するため、執行部と議会
共通の条例等整備を望み
ます。

　郷土芸能保持団体への
活動補助金は、長期にわ
たり一定の金額で支出さ
れてきました。無形民俗
文化財を保護する観点か
ら、適正な育成援助を検
討してください。

　児童生徒の学習環境に
は、それぞれの能力・適
正・興味・関心などを考慮
した細やかな支援体制が
必要です。今後の方向性
を見据え、教員補助員や
不登校対策を含めた複合
的な支援充実に努めてく
ださい。

監査意見  信頼される病院へ監査意見  信頼される病院へ
歳
入・歳
出
と
も
に
増
加

　
歳
入
で
は
前
年
比
３
億

７
４
９
３
万
円
の
増
加
、

歳
出
で
は
前
年
比
２
億
８

１
４
３
万
円
増
加
し
た
決

算
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
固
定
資
産
税

や
個
人
住
民
税
、
国
庫
支

出
金
や
地
方
交
付
税
な
ど

が
増
額
に
な
っ
た
こ
と
、

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職

員
給
与
の
増
加
や
物
価
高

騰
対
策
事
業
、
行
政
シ
ス

テ
ム
の
改
修
等
に
経
費
を

要
し
た
こ
と
な
ど
が
要
因

で
し
た
。

緊
急
時
に
備
え
る

　
基
金
の
繰
入
金
は
必
要

な
事
業
に
の
み
活
用
し
、

着
実
な
財
源
確
保
と
計
画

的
な
負
担
軽
減
対
策
を
講

じ
て
い
る
状
況
で
す
。
引

き
続
き
重
要
施
策
や
災
害

等
、
緊
急
か
つ
突
発
的
な

事
業
に
即
時
対
応
で
き
る

よ
う
財
政
力
を
備
え
て
く

だ
さ
い
。

自
主
財
源
確
保
を

　
町
税
は
95
・
９
％
の
徴

収
率
で
、
昨
年
度
か
ら
０
・

８
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い

ま
す
。
収
入
未
済
額
は
一

般
会
計
で
５
５
５
８
万
円
、

特
別
会
計
で
６
２
５
２
万

円
と
前
年
度
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
依
然
と
し
て
交
付
税
な

ど
の
依
存
財
源
に
よ
る
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
徴
収

対
策
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
自
主
財
源
確
保
、

経
常
経
費
削
減
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

持
続
可
能
な
経
営

　
病
院
事
業
会
計
は
、
安

定
し
た
病
院
経
営
を
持
続

可
能
な
も
の
と
し
て
い
く

た
め
、
引
き
続
き
長
期
的

な
経
営
収
支
の
評
価
を
確

認
し
な
が
ら
、
町
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
図
っ
て
く
だ

さ
い
。

川崎町の公式LINEに登録して
町や議会の情報を受け取ろう！

議会中継スマホで見れます!!
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項　目 R5 R6 R7 健全状況 指標の説明

経常収支比率 93.4％ 94.3％ 97.1％ 悪化
財政構造の弾力性を表す指標で、この比率が高いほ
ど経常剰余財源が少なく、財政の硬直度が進んでい
ることを示します。

連結実質赤字比率 赤字が発生していない 健全 標準的な収入に対する全会計の赤字割合です。

実質公債費比率 5.4％ 6.1％ 6.0％ 健全
標準的な収入に対する、１年間で支払った借入金返
済額などの割合です。

将来負担比率 数値が算定されない 健全
標準的な収入に対する将来支払う借入金返済額など
の割合です。

積立金現在高比率 77.8％ 76.6％ 77.0％ 健全
現時点及び将来にわたっての財源的な蓄えを表す指
標です。

地方債現在高比率 64.8％ 59.8％ 53.9％ 健全
将来償還すべき地方債現在高の標準財政規模に対す
る割合です。

財政力指数 0.30 0.32 0.34 低い傾向
財政運営の自主性の大きさを表す指標で、１に近い
ほど財政力が良いことを表しています。

財政指標の状況

要

望

決

議

監

査

意

見



監査意見  信頼される病院へ監査意見  信頼される病院へ
歳
入・歳
出
と
も
に
増
加

　
歳
入
で
は
前
年
比
３
億

７
４
９
３
万
円
の
増
加
、

歳
出
で
は
前
年
比
２
億
８

１
４
３
万
円
増
加
し
た
決

算
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
固
定
資
産
税

や
個
人
住
民
税
、
国
庫
支

出
金
や
地
方
交
付
税
な
ど

が
増
額
に
な
っ
た
こ
と
、

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職

員
給
与
の
増
加
や
物
価
高

騰
対
策
事
業
、
行
政
シ
ス

テ
ム
の
改
修
等
に
経
費
を

要
し
た
こ
と
な
ど
が
要
因

で
し
た
。

緊
急
時
に
備
え
る

　
基
金
の
繰
入
金
は
必
要

な
事
業
に
の
み
活
用
し
、

着
実
な
財
源
確
保
と
計
画

的
な
負
担
軽
減
対
策
を
講

じ
て
い
る
状
況
で
す
。
引

き
続
き
重
要
施
策
や
災
害

等
、
緊
急
か
つ
突
発
的
な

事
業
に
即
時
対
応
で
き
る

よ
う
財
政
力
を
備
え
て
く

だ
さ
い
。

自
主
財
源
確
保
を

　
町
税
は
95
・
９
％
の
徴

収
率
で
、
昨
年
度
か
ら
０
・

８
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い

ま
す
。
収
入
未
済
額
は
一

般
会
計
で
５
５
５
８
万
円
、

特
別
会
計
で
６
２
５
２
万

円
と
前
年
度
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
依
然
と
し
て
交
付
税
な

ど
の
依
存
財
源
に
よ
る
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
徴
収

対
策
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
自
主
財
源
確
保
、

経
常
経
費
削
減
に
努
め
て

く
だ
さ
い
。

持
続
可
能
な
経
営

　
病
院
事
業
会
計
は
、
安

定
し
た
病
院
経
営
を
持
続

可
能
な
も
の
と
し
て
い
く

た
め
、
引
き
続
き
長
期
的

な
経
営
収
支
の
評
価
を
確

認
し
な
が
ら
、
町
民
か
ら

信
頼
さ
れ
る
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
図
っ
て
く
だ

さ
い
。

川崎町の公式LINEに登録して
町や議会の情報を受け取ろう！

議会中継スマホで見れます!!

●一般質問とは●一般質問とは
　町政全般の執行状況を　町政全般の執行状況を
質質
ただただ

し、施策の提案や意見し、施策の提案や意見
を述べ、時には是正を求を述べ、時には是正を求
め、町政をより良い方向め、町政をより良い方向
へ導くものです。へ導くものです。

７人の議員が７人の議員が
質問しました質問しました

ページ 質 問 議 員 質 　 問 　 内 　 容

11 佐藤　昭光 議員 (1) 松並木の保存
(2) がん検診の集約化

12 下斗米麻子 議員 (1) 地域開放型図書館等
(2) 川崎ブランドの創出 

13 佐藤　清隆 議員 (1) 広域連携・連携協約

14 的場　　要 議員 (1) 人口減少時代の自治体運営

15 眞幡　善次 議員 (1) ふるさとの伝統文化

16 佐々木昭雄 議員 (1) 仙台方面への利便性向上

17 高橋　義則 議員 (1) 学校改築基本構想を
(2) スキー場の圧雪車は
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問

答
がん検診集約の実情は

義務化でさらに充実図る

　

松
並
木
の
あ
る
笹
谷
街

道
は
、
江
戸
期
に
は
紅
花

街
道
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て

い
ま
し
た
。
長
い
間
、
町

の
観
光
資
源
と
な
っ
て
き

た
も
の
の
、
高
齢
化
と
人

手
不
足
の
た
め
、
守
る
会

が
こ
の
３
月
に
解
散
し
ま

し
た
。

大
正
８
年
に
、
川
崎

村
婦
人
会
が
約
２
・
４
㎞

に
わ
た
っ
て
５
０
０
本
の

松
を
植
え
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
ど
う
評
価
し
て
い

ま
す
か
。

こ
れ
ま
で
県
の
支
援

制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、

約
60
人
の
会
員
が
保
全
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

町
は
ど
う
い
っ
た
こ
と
を

支
援
し
て
き
ま
し
た
か
。

松
は
50
本
だ
け
に
な

り
ま
し
た
。
県
は
、
今
後

年
１
回
草
刈
り
と
枝
払
い

を
す
る
だ
け
だ
そ
う
で

す
。
松
を
守
る
手
立
て
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

令
和
８
年
度
か
ら
、

が
ん
検
診
履
歴
を
町
が
一

括
把
握
す
る
こ
と
が
努
力

義
務
化
に
な
り
ま
し
た
。

実
情
を
伺
い
ま
す
。

宮
城
県
の
胃
が
ん
患

者
５
年
生
存
率
が
全
国
で

ト
ッ
プ
と
い
う
デ
ー
タ
が

あ
り
ま
す
。
当
町
の
課
題

と
こ
れ
か
ら
の
施
策
は
。

　

１
０
７
年
前
、
松
の
木

を
植
え
る
こ
と
で
後
世
に

歴
史
を
伝
え
よ
う
と
さ
れ

た
先
人
の
思
い
に
深
く
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

会
が
発
足
し
た
際
に
、

保
安
ベ
ス
ト
の
購
入
を
助

成
し
ま
し
た
。
町
職
員
に

よ
る
活
動
の
記
録
や
作
業

補
助
な
ど
を
続
け
て
き
ま

し
た
。

　

良
好
な
状
態
を
保
つ
の

は
、
労
力
と
コ
ス
ト
面
か

ら
大
変
困
難
で
す
。
後
世

に
歴
史
を
伝
え
る
た
め
川

崎
第
二
小
学
校
近
く
の
数

本
は
、
で
き
る
限
り
残
し

ま
す
。

　

一
般
的
に
住
民
健
診
の

受
診
率
は
２
割
か
ら
４
割

程
度
で
、
自
治
体
が
受
診

状
況
を
十
分
に
把
握
で
き

て
い
な
い
状
態
で
し
た
。

こ
の
一
体
的
な
管
理
に
よ

り
、
効
果
的
な
受
信
勧
奨

や
未
受
診
者
の
フ
ォ
ロ
ー

な
ど
の
徹
底
に
結
び
付
け

て
い
き
ま
す
。

　

健
診
情
報
の
集
約
化
を

ど
う
進
め
る
か
が
今
後
の

課
題
で
す
。
町
民
が
身
近

な
場
所
で
安
心
し
て
が
ん

検
診
を
受
け
ら
れ
る
体
制

を
整
え
て
い
き
ま
す
。

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

問答
松
並
木
を
守
る
手
立
て
は

労
力
面
な
ど
大
変
困
難

答

答

答

答答

問

問

問

問問

▲歴史ある街道を後世に

佐
さ

藤
とう

　昭
しょう

光
こう

 議員

一

般

質

問

一

般

質

問
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小
規
模
自
治
体
で
は
単

独
行
政
に
よ
る
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
は
、
年
々
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
続
く
人
口
減
少
を

見
据
え
て
、
近
隣
自
治
体

等
と
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

広
域
連
携
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
町
の
人
口
が

減
っ
て
も
、
現
在
と
同
じ

水
準
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
は

維
持
で
き
ま
す
か
。

当
町
の
広
域
連
携
等

の
基
本
的
な
考
え
は
。

特
に
観
光
と
公
共
交

通
は
連
携
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
。

県
内
で
も
施
設
の
建

て
替
え
や
更
新
を
断
念
し

広
域
事
務
組
合
へ
参
画
す

る
動
き
や
、
独
自
の
病
院

を
廃
止
し
広
域
病
院
の
運

営
に
参
加
す
る
事
例
も
あ

り
ま
す
。
当
町
も
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
近
隣
市
町
と

課
題
の
共
有
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

長
年
「
仙
南
地
域
広

域
行
政
事
務
組
合
」
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を

広
域
連
携
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
枠
組
み
を
さ
ら

に
強
化
し
、
新
た
な
広
域

的
な
業
務
を
考
え
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
は
。

　

町
単
独
か
、
広
域
連
携

か
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
考

え
方
の
も
と
で
進
め
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、
現
在
と

同
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
で
き
る
と
も
の
と

捉
え
て
い
ま
す
。

　

県
が
市
町
村
と
共
通
の

認
識
と
戦
略
を
持
っ
て
、

持
続
的
な
行
財
政
体
制
を

確
保
す
る
た
め
の
部
会
が

設
置
さ
れ
、
協
議
の
場
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

議
論
に
参
画
し
、
緊
密
に

連
携
し
な
が
ら
主
体
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
自

分
の
地
域
だ
け
観
光
客
が

来
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え

で
は
な
く
、
広
域
連
携
が

必
要
で
す
。
仙
南
圏
や
蔵

王
エ
リ
ア
、
周
辺
市
町
と

一
体
と
な
っ
た
周
遊
ル
ー

ト
の
形
成
や
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
共
同
化
な
ど
、

推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

先
般
、
み
や
ぎ
県
南
中

核
病
院
の
救
急
医
療
に
係

る
負
担
金
を
認
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
特
に
医
療

の
部
分
で
は
一
番
重
要
で

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か

ら
も
広
域
連
携
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

　

ど
こ
ま
で
広
域
連
携
を

し
て
い
く
の
か
、
そ
の
判

断
は
難
し
い
と
捉
え
て
い

ま
す
。

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

問答
広
域
連
携
を
強
化
す
べ
き

県
の
検
討
部
会
に
参
画

答

答答

答

答

問

問問

問

問

▲近隣市町と連携強化を

佐
さ

藤
とう

　清
きよ

隆
たか

 議員

問

答
図書館等の準備は町民参画で

小学校改築検討委の中で
　

川
崎
小
学
校
建
て
替
え

に
伴
い
、
図
書
館
等
の
設

置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

愛
着
を
持
っ
て
利
用
さ
れ

る
町
民
参
加
型
の
施
設
を

目
指
し
、
具
体
的
な
構
想

を
練
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

公
民
館
図
書
室
の
環

境
や
運
用
に
関
す
る
現
状

の
課
題
は
。

新
た
な
図
書
館
の
計

画
段
階
か
ら
、
町
民
参
加

に
よ
る
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
考
え
は
。

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
町
民
で
興
味
の
あ
る
方

を
対
象
に
、
先
進
地
や
近

隣
の
図
書
施
設
を
見
学
す

る
機
会
を
設
け
て
は
。

国
道
２
８
６
号
開
通

に
伴
い
、
当
町
の
豊
か
な

資
源
を
利
活
用
し
、
新
た

な
「
銘
菓
・
お
土
産
」
の

開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目

指
し
、
町
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
求
め
ら
れ
る
と

考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

　

老
朽
化
と
手
狭
感
が
あ

り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
支
援
で
刷

新
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
一

方
、
専
門
職
員
は
不
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
６
月
定
例
会

で
は
、
委
員
会
の
設
立
は

時
期
尚
早
と
判
断
し
ま
し

た
。
川
崎
小
改
築
検
討
委

員
会
の
な
か
で
、
町
民
開

放
型
図
書
館
等
の
整
備
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

非
常
に
い
い
ア
イ
デ
ィ

ア
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

次
年
度
に
向
け
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

現
在
活
躍
さ
れ
て
い
る

事
業
者
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
支
援
制
度
も
積
極
的

に
紹
介
す
る
な
ど
し
て
、

引
き
続
き
地
域
経
済
の
活

性
化
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町　

長

答

答

答

答

問

問

問

問

▲利用しやすくなった公民館図書室

▲新ブランド創出に期待

下
しも

斗
と

米
まい

　麻
あさ

子
こ

 議員

問答
川
崎
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
を

引
き
続
き
活
性
化
目
指
す

一

般

質

問

一

般

質

問



問

答
持続可能な地域へ

予算や人員を最適に
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町
に
は
先
人
か
ら
承
継

さ
れ
て
い
る
伝
統
的
な
芸

能
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
を
後
世
に
引
き
継
ぎ

川
崎
を
盛
り
上
げ
る
た
め

に
は
、
町
の
支
援
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
郷
土
の
偉

人
・
支
倉
常
長
の
銅
像
を

建
て
、
町
を
盛
り
上
げ
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

伝
統
文
化
の
後
継
者

不
足
に
対
し
、
地
域
住
民

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
後

継
者
を
育
成
す
る
な
ど
、

継
承
す
る
た
め
の
支
援
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
。

富
岡
小
・
中
学
校
で

は
、
運
動
会
や
学
習
発
表

会
で
伝
統
芸
能
を
披
露
し

継
承
の
一
助
と
な
っ
て
い

ま
す
。
他
の
地
域
で
も
地

域
住
民
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
学
校
教
育
に
取
り
入

れ
る
考
え
は
。

こ
れ
か
ら
「
支
倉
都

市
同
盟
」
が
結
ば
れ
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
今
ま

で
以
上
に
支
倉
常
長
は
注

目
を
集
め
ま
す
。
支
倉
常

長
の
銅
像
を
建
て
て
、
町

を
盛
り
上
げ
る
べ
き
と
考

え
ま
す
が
。

以
前
、
富
岡
小
学
校

で
支
倉
常
長
の
小
冊
子
を

利
用
し
勉
強
会
を
し
て
い

ま
し
た
。
道
徳
の
時
間
な

ど
を
利
用
し
常
長
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
を
与
え
る
べ

き
だ
と
考
え
ま
す
が
。

  

現
在
活
動
し
て
い
る
３

団
体
の
ほ
か
、
休
止
し
て

い
る
２
団
体
に
対
し
て
も

こ
れ
ま
で
物
品
購
入
な
ど

の
支
援
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
今
後
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
休
止
し
て
い
る
団

体
を
含
め
て
意
見
交
換
を

重
ね
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

　

教
育
活
動
に
取
り
入
れ

る
に
は
時
間
的
に
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
部
活
動
の
地
域
展
開

に
文
化
活
動
を
取
り
入
れ

て
い
る
事
例
も
あ
り
、
そ

の
可
能
性
も
視
野
に
情
報

を
収
集
し
て
い
き
ま
す
。

　

常
長
像
は
遣
欧
使
節
ゆ

か
り
の
地
で
あ
る
仙
台
城

跡
や
大
郷
町
、
石
巻
市
、

イ
タ
リ
ア
な
ど
の
外
国
に

も
あ
り
ま
す
。
昨
年
と
今

年
に
ス
ペ
イ
ン
の
常
長
関

連
団
体
と
も
交
流
を
交
わ

し
、
常
長
像
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
支
倉
常
長
を
取

り
扱
っ
た
授
業
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
令

和
５
年
に
作
成
し
た
常
長

の
漫
画
本
を
授
業
に
取
り

入
れ
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
、
校
長
会
な
ど
で

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
長

教
育
長

町　

長

教
育
長

問答
伝
統
文
化
の
継
承
支
援

さ
ら
な
る
支
援
を
検
討

答

答

答

答

問

問

問

問

　

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
運

営
に
お
い
て
重
要
と
な
る

の
が
、
ス
マ
ー
ト
・
シ
ュ

リ
ン
ク
※

と
い
う
考
え
方

で
す
。
人
口
が
減
る
か
ら

こ
そ
、
限
ら
れ
た
財
源
を

本
当
に
必
要
な
と
こ
ろ
に

集
中
す
る
発
想
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。

※
ス
マ
ー
ト
・
シ
ュ
リ
ン
ク

　

人
口
減
少
を
前
提
に
、
必

要
な
機
能
を
残
し
な
が
ら
施

設
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
集
約
・

複
合
化
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
地
域
を
つ

く
っ
て
い
く
考
え
方
。

人
口
減
少
時
代
の
町

政
運
営
に
お
い
て
、
ス

マ
ー
ト
・
シ
ュ
リ
ン
ク
と

い
う
考
え
方
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

今
後
の
公
共
施
設
の

建
て
替
え
や
大
規
模
改
修

に
つ
い
て
、
施
設
を
単
独

で
更
新
す
る
の
で
は
な
く
、

複
合
化
・
集
約
化
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
建
設
費

や
維
持
管
理
費
を
抑
え
、

よ
り
多
く
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
考
え
は
。

特
に
学
校
施
設
に
つ

い
て
、
児
童
生
徒
数
の
将

来
推
計
を
念
頭
に
置
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
小
学
校
・

中
学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
単
独

で
建
て
替
え
る
の
で
は
な

く
、
義
務
教
育
学
校
な
ど

へ
の
再
編
を
含
め
、
長
期

的
な
視
点
か
ら
検
討
す
る

考
え
は
。

　

人
口
減
少
や
社
会
的
縮

小
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

限
ら
れ
た
予
算
や
人
員
を

最
適
に
再
分
配
し
、
持
続

可
能
な
行
政
運
営
へ
と
転

換
す
る
前
向
き
な
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
捉
え
て
い

ま
す
。

　

川
崎
町
公
共
施
設
管
理

計
画
で
は
施
設
総
量
の
最

適
化
、
施
設
の
長
寿
命
化
、

維
持
管
理
費
の
縮
減
を
基

本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

将
来
的
な
複
合
化
や
集
約

化
も
視
野
に
入
れ
、
情
報

提
供
と
丁
寧
な
合
意
形
成

を
図
り
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

小
学
校
の
改
築
場
所
を

中
学
校
敷
地
及
び
そ
の
周

辺
と
方
針
を
定
め
、
一
体

的
な
整
備
を
進
め
て
い
く

と
い
う
構
想
に
、
皆
様
の

理
解
を
得
た
も
の
と
受
け

止
め
て
い
ま
す
。
現
在
教

育
委
員
会
で
は
、
小
中
一

貫
教
育
等
に
つ
い
て
考
え

を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

町　

長

町　

長

町　

長

答

答

答

問

問

問

▲地域と学校をつなぐ

▲大郷町にある支倉常長像

的
まと

場
ば

　要
かなめ

 議員眞
ま

幡
はた

　善
ぜん

次
じ

 議員

一

般

質

問

一

般

質

問
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支倉地区の利便性向上へ

調整は難航

問

答
圧雪車の貸し出しは

使用したいと要請
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▲計画的な学習エリア集積を

▲貸し出し予定の圧雪車

▲移動手段のさらなる充実を

▲バス停設置を願う民間バス

　

川
崎
小
学
校
の
建
て
替

え
は
校
舎
が
老
朽
化
し
た

た
め
検
討
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
建
て
替
え

は
大
き
な
財
政
負
担
と
な

る
こ
と
か
ら
、
次
の
点
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

他
自
治
体
の
よ
う
に

文
部
科
学
省
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
て
基
本
構
想

を
策
定
し
て
か
ら
、
土
地

を
取
得
す
べ
き
で
は
。

当
町
に
お
い
て
も
、

文
科
省
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

従
っ
て
進
め
る
べ
き
と
思

い
ま
す
が
。

建
て
替
え
に
は
、
子

ど
も
た
ち
の
教
育
の
在
り

方
を
し
っ
か
り
考
え
る
こ

と
が
必
要
で
は
。

圧
雪
車
１
台
を
町
外

の
ス
キ
ー
場
に
貸
し
出
す

予
定
と
聞
き
ま
し
た
が
。

旧
セ
ン
ト
メ
リ
ー
ス

キ
ー
場
の
使
用
者
と
は
合

意
の
も
と
で
す
か
。

　

用
地
の
取
得
は
来
場
者

等
の
駐
車
場
所
や
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
乗
降
場
所
と
し

て
、
児
童
生
徒
の
安
全
性

を
配
慮
す
れ
ば
必
要
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

  

こ
れ
ま
で
も
改
築
検
討

委
員
会
や
議
会
で
協
議
を

重
ね
、
丁
寧
に
手
続
き
を

進
め
て
き
た
結
果
、
建
て

替
え
候
補
地
を
示
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は

土
地
利
用
や
建
物
の
配
置

等
を
含
め
た
基
本
構
想
を

町
民
に
広
く
お
示
し
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

令
和
12
年
度
以
降
に
実

施
さ
れ
る
次
期
学
習
指
導

要
領
の
方
向
性
に
関
す
る

報
道
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校

の
在
り
方
を
考
え
て
い
き

ま
す
。

  

蔵
王
町
よ
り
圧
雪
車
２

台
の
う
ち
１
台
を
使
用
し

た
い
旨
の
要
請
が
あ
り
ま

し
た
。

  

旧
セ
ン
ト
メ
リ
ー
ス

キ
ー
場
の
使
用
者
と
は
協

議
を
行
い
、
了
承
を
得
て

い
ま
す
。

教
育
長

教
育
長

教
育
長

町　

長

町　

長

問答
土
地
取
得
の
必
要
性
は

安
全
性
へ
の
配
慮

答

答

答

答答

問

問

問

問問

　

大
河
原
・
川
崎
間
の
一

部
の
路
線
廃
止
を
契
機
に
、

新
た
な
公
共
交
通
網
の
構

築
が
必
要
で
す
。
通
勤
・

通
学
、
高
齢
者
の
通
院
や

買
い
物
、
移
住
・
定
住
促

進
の
観
点
か
ら
、
町
の
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
民
の
生
活
実
態
や

移
動
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
、

新
た
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組

む
考
え
は
。

人
口
減
少
を
踏
ま
え
、

将
来
の
公
共
交
通
の
あ
り

方
を
明
確
に
し
た
交
通
計

画
を
策
定
す
る
考
え
は
。

令
和
11
年
の
バ
イ
パ

ス
完
成
を
見
据
え
、
仙
台

方
面
へ
の
バ
ス
の
充
実
を

地
域
公
共
交
通
会
議
で
協

議
す
る
考
え
は
。

仙
台
方
面
へ
の
通

勤
・
通
学
の
利
便
性
を
高

め
る
た
め
に
も
、
支
倉
台

入
口
へ
民
間
の
バ
ス
停
設

置
を
実
現
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
の
協
議
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
が
。

　

交
通
空
白
地
域
に
対
す

る
支
援
を
、
東
北
運
輸
局

長
や
県
知
事
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
新
た
な
公
共

交
通
を
計
画
す
る
場
合
は
、

法
手
続
き
や
利
害
関
係
者

と
の
調
整
が
不
可
欠
で
、

最
大
の
課
題
と
捉
え
て
い

ま
す
。

　

仙
台
方
面
へ
の
民
間
バ

ス
に
バ
ス
停
を
増
や
す
な

ど
の
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
調
整
は
難

航
し
て
い
ま
す
。
町
民
目

線
、
お
客
様
目
線
で
考
え

て
い
く
こ
と
が
原
点
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
集
め
な

が
ら
働
き
か
け
を
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
地
域
公

共
交
通
総
合
連
携
計
画
を

作
成
し
て
い
ま
す
が
、
社

会
情
勢
も
変
化
し
公
共
交

通
機
関
の
利
用
者
は
減
少

し
て
い
ま
す
。
持
続
可
能

な
公
共
交
通
実
現
の
た

め
、
令
和
９
年
度
に
策
定

す
る
予
定
で
す
。

町　

長

町　

長

町　

長

町　

長

答

答

答

答

問

問

問

問

佐
さ

々
さ

木
き

　昭
あき

雄
お

 議員高
たか

橋
はし

　義
よし

則
のり

 議員

一

般

質

問

一

般

質

問
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総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

産
業
建
設
教
育
常
任
委
員
会

調査事項① 調査事項①調査事項② 調査事項②

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
施
設
管
理

旧
小
学
校
の
活
用
状
況

町
営
住
宅
の
現
状

や
す
ら
ぎ
の
湯
の
現
状

今
後
も
安
定
的
な
業
務
の
継
続
へ

有
効
利
用
と
地
域
活
性
化
へ

計
画
的
な
長
寿
命
化
対
策
を

財
政
負
担
を
懸
念

調
査
日
　
８
月
６
日

調
査
日
　
８
月
５
日

【
調
査
結
果
概
要
】

【
調
査
結
果
概
要
】

【
委
員
会
意
見
】

【
調
査
結
果
概
要
】

【
委
員
会
意
見
】

【
委
員
会
意
見
】

【
検
証
結
果
】

【
委
員
会
意
見
】

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

は
昭
和
59
年
８
月
に
開
設

さ
れ
、
約
42
年
が
経
過
し

て
い
ま
す
。
開
所
か
ら
平

成
20
年
ま
で
教
育
委
員
会

で
管
理
運
営
し
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
21
年
か
ら
は

　

平
成
24
年
３
月
末
に
閉

校
し
た
川
内
小
・
本
砂
金

小
・
支
倉
小
・
青
根
分
校
、

及
び
令
和
３
年
３
月
末
に

閉
校
し
た
前
川
小
の
施
設

は
、
民
間
事
業
者
等
の
貸

し
付
け
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ

　

町
営
住
宅
の
維
持
修
繕

状
況
は
、
主
に
北
原
住
宅

の
屋
根
や
水
回
り
の
修
繕

と
な
っ
て
い
ま
す
。
基
礎

や
外
壁
等
に
傷
み
や
劣
化

が
見
ら
れ
る
の
で
、
今
後

改
修
が
必
要
に
な
っ
て
く

　

や
す
ら
ぎ
の
湯
は
、
一

般
利
用
の
ほ
か
国
保
川
崎

病
院
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

介
護
老
人
保
健
施
設
で
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和

７
年
度
の
一
般
利
用
者
は

２
万
４
４
７
８
人
、
１

　

開
所
か
ら
42
年
が
経
過

し
、
施
設
各
所
で
老
朽
化

の
伴
う
課
題
が
出
て
い
ま

す
。
特
に
数
年
前
か
ら
発

生
し
て
い
る
ア
リ
ー
ナ
の

雨
漏
り
は
、
修
繕
を
重
ね

て
い
る
も
の
の
場
所
の
特

定
が
困
難
で
、
現
在
も
雨

が
強
い
と
き
な
ど
に
雨
漏

り
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

競
技
エ
リ
ア
の
使
用
制
限

や
安
全
面
へ
の
影
響
が
心

　

旧
小
学
校
施
設
を
民
間

事
業
者
等
に
貸
し
付
け
、

地
域
交
流
や
観
光
、
産
業

な
ど
の
拠
点
と
し
て
活
用

す
る
取
り
組
み
は
、
遊
休

施
設
の
有
効
利
用
と
地
域

活
性
化
の
両
面
か
ら
評
価

で
き
ま
す
。

　

各
施
設
は
点
検
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
基
に
管
理
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
経
営
主
体
が

　

令
和
７
年
度
に
「
川
崎

町
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
」
を
改
訂
し
、
計
画

期
間
を
令
和
８
年
度
か
ら

令
和
22
年
度
ま
で
と
定
め

て
い
ま
す
。
こ
の
改
定
で

耐
用
年
限
30
年
を
超
え
た

北
原
住
宅
の
長
寿
命
化
に

つ
な
が
る
基
礎
・
外
壁
等

改
修
工
事
を
、
令
和
10
年

度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
に

　

や
す
ら
ぎ
の
湯
は
町
民

の
入
浴
施
設
と
い
う
役
割

だ
け
で
な
く
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
を
支
え
る
機
能

を
有
し
て
い
ま
す
。
老
朽

化
す
る
温
泉
設
備
を
ど
う

維
持
す
る
の
か
、
大
規
模

な
修
繕
が
必
要
に
な
っ
た

場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
検
討
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

総
合
運
動
場
と
併
せ
て
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
に
管
理
運
営
を

委
託
し
て
い
る
状
況
で
す
。

運
営
状
況
と
し
て
は
、
Ｂ

＆
Ｇ
財
団
の
査
定
で
10
年

連
続
「
特
Ａ
」
と
い
う
素

晴
ら
し
い
評
価
を
受
け
て

い
ま
す
。
年
間
利
用
状
況

は
令
和
５
～
７
年
の
平
均

れ
地
域
特
性
を
生
か
し
た

活
用
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
施
設
も
契
約
時

に
事
業
計
画
書
が
提
出
さ

れ
て
お
り
、
賃
貸
借
契
約

期
間
は
令
和
９
年
３
月
末

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
活
用
内
容
は
カ

フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ス

る
と
思
わ
れ
ま
す
。「
川

崎
町
公
営
住
宅
等
長
寿
命

化
計
画
」
の
見
直
し
を
行

い
、
既
存
住
宅
の
修
繕
計

画
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

伊
勢
原
住
宅
跡
地
は
、

役
場
に
も
近
く
敷
地
面
積

も
広
く
確
保
で
き
る
こ
と

か
ら
、
跡
地
利
用
を
検
討

日
平
均
約
79
人
で
、
温

泉
利
用
料
金
収
入
は
約

４
９
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
利
用
者
の

約
85
％
が
町
民
で
す
。

　

一
方
、
揚
湯
ポ
ン
プ
や

揚
湯
管
、
ろ
過
装
置
、
源

泉
槽
な
ど
は
修
繕
・
更
新

が
繰
り
返
さ
れ
、
平
成
６

し
て
く
だ
さ
い
。

　

滞
納
し
て
い
る
住
宅
使

用
料
は
、
公
平
性
確
保
の

観
点
か
ら
も
法
的
手
段
も

検
討
し
、
改
善
を
図
っ
て

く
だ
さ
い
。

年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま

で
の
工
事
・
修
繕
費
は
約

３
億
１
７
０
０
万
円
に

上
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
令
和
８
年
度
か
ら
今

後
10
年
間
の
維
持
費
は
約

２
億
９
７
０
０
万
円
と
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

で
約
４
万
３
０
０
０
人
が

利
用
し
て
い
て
、
ス
ポ
ー

ツ
拠
点
と
し
て
は
も
ち
ろ

ん
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
会

場
と
し
て
も
大
き
な
役
割

を
持
つ
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
、
交
流
施

設
、
企
業
研
修
合
宿
、
リ

ユ
ー
ス
品
収
納
な
ど
、
多

様
な
用
途
で
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

配
さ
れ
ま
す
。
早
期
解
決

に
向
け
て
大
規
模
修
繕
も

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
安
定
的
な
業
務

を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、

人
材
確
保
と
育
成
が
重
要

な
課
題
で
す
。
適
切
な
コ

ス
ト
を
考
慮
し
た
委
託
条

件
も
併
せ
て
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

事
業
者
へ
転
貸
し
て
い
る

事
例
も
あ
る
の
で
、
施
設

所
有
者
と
し
て
の
立
場
か

ら
状
況
確
認
を
し
っ
か
り

と
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
９
年
度
以
降
の
契

約
更
新
を
見
据
え
、
利
用

状
況
や
地
域
へ
の
波
及
効

果
、
施
設
維
持
に
係
る
町

の
負
担
な
ど
を
継
続
的
に

検
証
し
て
く
だ
さ
い
。

な
り
ま
す
。
工
事
が
令
和

12
年
度
ま
で
完
了
と
な
る

よ
う
計
画
的
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
使
用
料
が
令
和
７

年
度
に
初
め
て
現
年
度
徴

収
率
１
０
０
％
を
達
成
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
過
年

度
分
も
合
わ
せ
た
徴
収
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

維
持
・
修
繕
の
財
政
負

担
を
総
合
的
に
検
証
し
、

温
泉
枯
渇
等
の
可
能
性
も

踏
ま
え
、引
き
続
き
関
係

事
業
所
と
連
絡
を
密
に
と

る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

併
せ
て
物
価
高
騰
を
踏
ま

え
た
利
用
料
の
見
直
し
や
、

利
用
者
増
加
に
向
け
た
温

泉
効
能
を
含
ん
だ
Ｐ
Ｒ
も

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

▲継続的な利用に向けて▲長寿命化へ向けて改修工事を ▲憩いの場継続が課題▲安全性に配慮した対応へ

委

員

会

報

告

委

員

会

報

告



議員定数は必要最小限に見
直し、活動内容や成果が見え
る体制を望みます。報酬は責
任や職務に見合った適正な水
準への引き上げも必要では。

全議員が同じように報酬に
見合った活動ができている
か疑問に思う。議会外の活
動がわからないので、報酬
について判断しづらい。

若者が議員を本業
として目指すには
ハードルが高いため、
若手を育てる段階
的な仕組みが必要。

定数を半分
に減らして
報酬を上げ
ればいい。

もう少し若い人
が議員になって
活躍できるよう
報酬を高くしても
らいたい。

議会議員のみをされている
なら報酬額は当然少ない。
両立前提での報酬が問題な
のか、報酬に見合った活動
をすればという考えなのか。

議員活動がどれ
くらい時間をか
けて行われてい
るのか不明。

町に貢献していれば安い
が、今のままでは高すぎる
と言わざるを得ない。貢献
してもっと高くすることを
望んでいます。

みなさまからのご意見みなさまからのご意見みなさまからのご意見みなさまからのご意見

活動内容活動内容 が見える体制をが見える体制を
議員定数等調査特別委員会議員定数等調査特別委員会

アンケート集計結果

　６月に議員定数・報酬等に関する町民意

識アンケートを実施しました。ここではその

一部を紹介し、さまざまな声を今後の検討材

料として議論を進めてまいります。

　ご協力をいただいた皆さま、ありがとうご

ざいました。

■発送数　500通
10代　　20通
20代　　80通
30代　 100通
40代　 100通
50代　 100通

60代　　　 50通　
70代以上　 50通　

回答　　　185通
回答率　　37.0％

Ｑ 性別
男　　　　　　　　　94人　
女　　　　　　　　　83人
その他・回答しない　 ７人
未回答　　　　　　　 １人

Ｑ 年齢
10代　　　５人　
20代　  　15人
30代　  　30人
40代　  　43人

50代　　　42人　
60代　　　21人
70代以上　28人

Ｑ 現在の議員定数 13 人は多い？少ない？ Ｑ その理由は？（複数回答可）

1.多い
　62人
　33.5%

1.人口規模に対して
　114人
　32.0%

2.財政状況を考えて
　57人
　16.0%

3.他自治体と比較して
　38人
　10.7%

4.住民の意見を
　反映するため
　26人
　7.3%

5.議会の活動量
　から見て
　52人
　14.6%

6.議員のなり手
　確保のため
　14人
　3.9%

7.地域代表性（地区
　バランス）のため
　23人
　6.5%

8.特に理由はない
　22人
　6.2%

9.その他
　10人
　2.8%

2.やや多い
　43人
　23.2%

3.ちょうどよい
　41人
　22.2%

4.やや少ない
　6人
　3.2%

5.少ない
　1人
　0.5%

6.分からない
　32人
　17.3%

Ｑ 議員の月額報酬27万2000円は多い？少ない？ Ｑ その理由は？（複数回答可）

6.分からない
　30人
　16.2%

1.多い
　31人
　16.8%

1.財政状況を考えて
　51人
　17.1%

2.他自治体と比較して
　30人
　10.1%

3.議員の活動量
　から見て
　60人
　20.1%

4.民間の収入と
　比較して
　61人
　20.5%

5.議員のなり手
　確保のため
　33人
　11.1%

6.議会の役割
　を考えて
　29人
　9.7%

7.特に理由はない
　15人
　5.0%

8.その他
　19人
　6.4%

2.やや多い
　31人
　16.8%

3.ちょうどよい
　57人
　30.8%

4.やや少ない
　20人
　10.8%

5.少ない
　16人
　8.6%

No.244
20

R8.10.31No.244
21

R8.10.31

特

別

委

員

会

特

別

委

員

会



公共交通事業
広域連携で利便性向上とコスト削減

議 会 改 革
「定数削減」「報酬見直し」は分けて

新潟県弥彦村新潟県弥彦村新潟県弥彦村

▲定住自立圏のイメージ

福島県会津美里町福島県会津美里町福島県会津美里町

▲新体制のもと改革は進められる

▲両市村で行政コスト削減を実現

　
議
会
全
体
視
察
研
修
を
７
月
28
日
か
ら
30
日
に

実
施
し
、
新
潟
県
弥
彦
村
と
福
島
県
会
津
美
里
町

を
視
察
し
ま
し
た
。
各
々
個
性
豊
か
な
賑
わ
い
を

創
出
し
て
お
り
、
当
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
考
に

な
る
点
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

視察　研修視察　研修

国
の
助
成
支
援
を
活
用

国
の
助
成
支
援
を
活
用

住
民
が
納
得
で
き
る
活
動

住
民
が
納
得
で
き
る
活
動

　
弥
彦
村
は
隣
接
す
る
人

口
約
７
万
５
千
人
の
燕
市

と
連
携
し
、
平
成
27
年
４

月
か
ら
定
住
自
立
圏
形
成

協
定
に
基
づ
い
た
広
域
的

な
公
共
交
通
施
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。弥
彦
村

に
は
総
合
病
院
な
ど
の
医

療
機
関
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、
住
民
が
燕
市
の
医
療

機
関
を
利
用
で
き
る
環
境

を
整
え
る
一
方
、
弥
彦
神

社
を
は
じ
め
と
す
る
観
光

施
設
に
は
燕
市
か
ら
も
訪

れ
や
す
い
よ
う
、
弥
彦
・

燕
広
域
循
環
バ
ス
「
や
ひ

こ
号
」（
１
回
１
０
０
円
で

利
用
）
を
運
行
し
て
い
ま

す
。両
市
村
の
住
民
が
相

互
に
公
共
交
通
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
生
活
利
便
性

の
向
上
と
行
政
コ
ス
ト
の

削
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
の
制
度
に
よ
る

財
政
支
援
を
活
用
で
き
る

点
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で

あ
り
、
近
隣
自
治
体
と
の

連
携
に
よ
る
公
共
交
通
の

可
能
性
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
平
成
17
年
に
近
隣
の
３

町
村
が
合
併
し
、
会
津
美

里
町
と
な
り
ま
し
た
。議

員
と
職
員
間
の
パ
ワ
ハ
ラ

疑
惑
を
契
機
に
、
チ
ェ
ッ

ク
機
能
と
し
て
の
議
会
そ

の
も
の
の
問
題
に
発
展
し

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
議
員

活
動
が
停
滞
し
て
い
た
こ

と
に
つ
い
て
考
え
、
議
員

自
ら
が
積
極
的
に
活
動
す

る
こ
と
が
重
要
で
、
定
数

と
議
員
報
酬
は
別
々
に
考

え
る
べ
き
で
あ
る
と
示
し

て
い
ま
し
た
。目
に
見
え

る
議
員
活
動
が
十
分
で
な

い
な
か
で
報
酬
だ
け
を
引

き
上
げ
る
こ
と
に
は
慎
重

な
姿
勢
を
と
り
、
ま
ず
は

住
民
が
納
得
で
き
る
活
動

を
行
っ
た
上
で
、
報
酬
に

つ
い
て
検
討
す
る
方
針
と

し
て
い
ま
す
。具
体
的
な

改
革
内
容
は
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
条
例
の
制
定
や
基
本

条
例
の
見
直
し
。ま
た
、
議

員
定
数
に
つ
い
て
住
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結

果
、
77
・
７
％
が「
定
数
が

多
い
」と
回
答
し
、
令
和
７

年
４
月
に
定
数
を
16
名
か

ら
13
名
に
削
減
し
ま
し
た
。

弥
彦
村

・
人
口
約
７
３
０
０
人

・
特
徴
　
燕
市
と
連
携

し
広
域
公
共
交
通
に

取
り
組
む
観
光
の
村

会
津
美
里
町

・
人
口
約
１
万
８
千
人

・
特
徴
　
議
会
改
革
に

積
極
的
で
住
民
参
加

を
重
視
す
る
町

　弥
彦
村
と
燕
市
の
連
携

に
よ
る
公
共
交
通
の
取
り

組
み
や
会
津
美
里
町
の
議

会
改
革
を
学
び
ま
し
た
。

今
後
の
自
治
体
間
連
携
、

そ
し
て
議
員
の
積
極
的
な

活
動
の
重
要
性
を
実
感
し

ま
し
た
。

・地区別意見交換会の実施（平成 25 年）
・議員定数の見直し（平成 29 年）
・議会だよりモニター設置（平成 30 年）
・議会だよりの見直し（令和 4 ～ 6 年）
・町民アンケートの実施（令和 6 年）
・ハラスメント条例の制定（令和 7 年）
・議会基本条例の見直し（令和 7 年）
・議員定数の見直し（令和 7 年）
・産前休暇の見直し（令和 7 年）
・タブレット導入（令和 7 年）
・議会改革推進会議の設置（令和 7 年）
・政務活動費の交付に関する条例制定（令和 8 年）
・議会議員旧姓使用取扱要綱制定（令和 8 年）

■会津美里町議会の主な取り組み
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来

仙南・亘理常任委員長研修

ハラスメント対策と SNS利用上の注意点

議会改革の実践を学ぶ

求められる心得

　
７
月
15
日・16
日
、白

石
市
で
仙
南
・
亘
理
地

方
合
同
の
常
任
委
員
長

研
修
会
が
行
わ
れ
、当

議
会
か
ら
６
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
参
加
議
員
の
報
告
か

ら一部
を
紹
介
し
ま
す
。

各
町
の
常
任
委
員
会
の
活

動
状
況
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
調
査

後
の
報
告
は
、
報
告
書
の

配
布
の
み
と
す
る
町
が
あ

る
一
方
、
報
告
後
、
質
問

を
受
け
る
町
も
あ
り
、
そ

の
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
し

た
。

 

調
査
内
容
を
議
会
全
体

で
ど
の
よ
う
に
共
有
し
、

今
後
の
活
動
に
つ
な
げ
て

い
く
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の

町
で
工
夫
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

　
各
町
の
常
任
委
員
会
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
調

査
後
の
報
告
は
、
報
告
書

の
配
布
の
み
と
す
る
町
が

あ
る
一
方
、
報
告
後
、
質

問
を
受
け
る
町
も
あ
り
、

そ
の
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で

し
た
。

 

調
査
内
容
を
議
会
全
体

で
ど
の
よ
う
に
共
有
し
、

今
後
の
活
動
に
つ
な
げ
て

い
く
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の

町
で
工
夫
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
に
向
け
て

高
橋 

義
則 

議
員

　
今
回
の
講
演
で
は
、
議

員
の
定
数
や
な
り
手
不
足

を
は
じ
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報

発
信
な
ど
、
議
会
を
取
り

巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

 

人
口
減
少
が
加
速
す
る

な
か
、
10
年
、
20
年
先
を

見
据
え
た
行
政
の
方
向
性

を
町
民
に
示
す
こ
と
。
そ

し
て
、
議
会
と
し
て
も
共

通
認
識
を
持
ち
、
採
決
し

た
責
任
や
そ
の
理
由
を
丁

寧
に
説
明
し
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。

　
今
回
の
講
演
で
は
、
議

員
の
定
数
や
な
り
手
不
足

を
は
じ
め
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報

発
信
な
ど
、
議
会
を
取
り

巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

 

人
口
減
少
が
加
速
す
る

な
か
、
10
年
、
20
年
先
を

見
据
え
た
行
政
の
方
向
性

を
町
民
に
示
す
こ
と
。
そ

し
て
、
議
会
と
し
て
も
共

通
認
識
を
持
ち
、
採
決
し

た
責
任
や
そ
の
理
由
を
丁

寧
に
説
明
し
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
を
強
く
感
じ
ま

し
た
。

議
員
と
し
て
の
責
任

佐
藤 

清
隆 

議
員

　
８
月
６
日
、蔵
王
町

で
議
員
セ
ミ
ナ
ー
が
行

わ
れ
、当
議
会
か
ら
10

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
議
員
の
報
告
か

ら一部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
議
員
は
行
政
に
質
問
や

意
見
を
述
べ
る
立
場
に
あ

る
一
方
、
そ
の
立
場
や
権

限
を
背
景
に
し
た
言
動

が
、
相
手
に
精
神
的
な
負

担
を
与
え
る
場
合
が
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
本

人
に
そ
の
意
図
が
な
く
て

も
、
強
い
口
調
や
必
要
以

上
の
叱
責
が
問
題
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
か
ら
、
高

い
倫
理
観
と
自
制
心
を
持

つ
と
と
も
に
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
条
例
の
早
期
制
定
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

的
場 

　要 

議
員

　
議
会
活
動
で
は
厳
し
い

議
論
が
交
わ
さ
れ
る
一

方
、
意
見
へ
の
批
判
と
人

格
へ
の
攻
撃
を
区
別
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
政
策
や
活

動
を
直
接
発
信
で
き
る
反

面
、
名
誉
毀
損
や
公
職
選

挙
法
違
反
に
つ
な
が
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
研
修
で
は
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
定
義
や
議
会
活
動

で
の
注
意
点
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利

用
時
に
確
認
す
べ
き
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
今
後
の
活
動
に
生
か

し
て
い
き
ま
す
。

佐
々
木 

昭
雄 

議
員

　
議
員
は
行
政
に
質
問
や

意
見
を
述
べ
る
立
場
に
あ

る
一
方
、
そ
の
立
場
や
権

限
を
背
景
に
し
た
言
動

が
、
相
手
に
精
神
的
な
負

担
を
与
え
る
場
合
が
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
本

人
に
そ
の
意
図
が
な
く
て

も
、
強
い
口
調
や
必
要
以

上
の
叱
責
が
問
題
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
か
ら
、
高

い
倫
理
観
と
自
制
心
を
持

つ
と
と
も
に
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
条
例
の
早
期
制
定
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

条
例
の
早
期
制
定

的
場 

　要 

議
員

　
議
会
活
動
で
は
厳
し
い

議
論
が
交
わ
さ
れ
る
一

方
、
意
見
へ
の
批
判
と
人

格
へ
の
攻
撃
を
区
別
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
ま

た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
政
策
や
活

動
を
直
接
発
信
で
き
る
反

面
、
名
誉
毀
損
や
公
職
選

挙
法
違
反
に
つ
な
が
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
研
修
で
は
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
定
義
や
議
会
活
動

で
の
注
意
点
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利

用
時
に
確
認
す
べ
き
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
今
後
の
活
動
に
生
か

し
て
い
き
ま
す
。

活
動
に
活
か
す

佐
々
木 

昭
雄 

議
員

読み手から考える
　　　　　 議会広報

　
８
月
28
日
、東
京
都

渋
谷
公
会
堂
で
広
報
研

修
会
が
行
わ
れ
、当
議

会
か
ら
６
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
参
加
議
員
の
報
告
か

ら一部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る

表
紙
と
し
て
写
真
が
重
要

で
す
。
表
紙
全
面
の
写
真

か
ら
、
見
開
き
で
は
「
人

が
主
役
」
の
特
集
へ
と
つ

な
げ
る
な
ど
、
読
み
手
を

意
識
し
た
紙
面
づ
く
り
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
す
べ

て
を
伝
え
よ
う
と
す
る
と

文
字
数
が
多
く
な
り
が
ち

で
す
。

　
情
報
量
の
多
い
案
件
は

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
町
公
式

サ
イ
ト
へ
誘
導
す
る
な

ど
、
広
報
の
役
割
を
十
分

理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。

 

今
回
の
研
修
で
は
「
住

民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
デ
ザ

イ
ン
術
」
と
い
う
言
葉
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
読

み
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
、

整
理
さ
れ
た
情
報
、
ス
リ

ム
な
文
章
、
親
近
感
の
あ

る
表
紙
な
ど
、
細
部
に
わ

た
る
具
体
的
な
提
案
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
意

識
し
て
い
た
こ
と
が
明
確

に
な
り
ま
し
た
。

 

す
ぐ
に
で
も
編
集
に
生

か
せ
る
内
容
で
あ
り
、
今

後
の
紙
面
づ
く
り
に
役
立

て
て
い
き
ま
す
。

　
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る

表
紙
と
し
て
写
真
が
重
要

で
す
。
表
紙
全
面
の
写
真

か
ら
、
見
開
き
で
は
「
人

が
主
役
」
の
特
集
へ
と
つ

な
げ
る
な
ど
、
読
み
手
を

意
識
し
た
紙
面
づ
く
り
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
す
べ

て
を
伝
え
よ
う
と
す
る
と

文
字
数
が
多
く
な
り
が
ち

で
す
。

　
情
報
量
の
多
い
案
件
は

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や
町
公
式

サ
イ
ト
へ
誘
導
す
る
な

ど
、
広
報
の
役
割
を
十
分

理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
感
じ
ま
し
た
。

広
報
の
役
割

佐
藤 

清
隆 

議
員

　
今
回
の
研
修
で
は
「
住

民
と
議
会
を
つ
な
ぐ
デ
ザ

イ
ン
術
」
と
い
う
言
葉
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。
読

み
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
、

整
理
さ
れ
た
情
報
、
ス
リ

ム
な
文
章
、
親
近
感
の
あ

る
表
紙
な
ど
、
細
部
に
わ

た
る
具
体
的
な
提
案
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
意

識
し
て
い
た
こ
と
が
明
確

に
な
り
ま
し
た
。

 

す
ぐ
に
で
も
編
集
に
生

か
せ
る
内
容
で
あ
り
、
今

後
の
紙
面
づ
く
り
に
役
立

て
て
い
き
ま
す
。

住
民
と
議
会
を
つ
な
ぐ

下
斗
米 

麻
子 

議
員

　
山
形
県
川
西
町
議
会
で

は
、
議
会
事
務
局
に
頼
ら

ず
、
議
員
だ
け
で
広
報
紙

の
編
集
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
全
７
地
区
か
ら
８

人
の
町
民
モ
ニ
タ
ー
を
選

び
、
そ
の
意
見
も
取
り
入

れ
る
な
ど
、
読
み
手
を
意

識
し
た
紙
面
づ
く
り
を
実

践
。「
広
報
に
よ
っ
て
議

会
が
町
民
と
深
い
絆
を
結

ぶ
」
と
い
う
試
み
に
は
、

不
断
の
努
力
と
意
欲
が
欠

か
せ
な
い
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。

佐
藤 

昭
光 

議
員

　
文
字
を
少
な
く
写
真
を

多
く
、
見
出
し
は
大
き
く

簡
潔
に
し
、
文
章
の
ス
リ

ム
化
を
図
る
な
ど
、「
読

み
手
を
第
一
に
考
え
る
」

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
読
ん
で
も
ら
う
た

め
に
は
情
報
を
詰
め
込
み

過
ぎ
ず
、
余
白
を
生
か
す

こ
と
も
必
要
で
す
。

　
町
民
が
参
加
す
る
場
面

を
多
く
取
り
入
れ
る
な

ど
、
親
し
み
を
感
じ
て
も

ら
え
る
工
夫
を
、
今
後
の

紙
面
づ
く
り
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
橋 

義
則 

議
員

　「
読
ん
で
も
ら
う
」
だ

け
で
な
く
、「
こ
こ
を
改

善
し
た
方
が
よ
い
」
と
町

民
か
ら
意
見
を
い
た
だ
け

る
広
報
づ
く
り
も
大
切
だ

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

写
真
の
大
き
さ
や
配
置
、

フ
ォ
ン
ト
な
ど
、
読
み
手

の
視
線
を
意
識
し
た
デ
ザ

イ
ン
の
重
要
性
も
再
認
識

し
ま
し
た
。

　
町
民
の
声
を
紙
面
づ
く

り
に
生
か
し
、
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
議
会
広

報
を
目
指
し
ま
す
。

大
本 

治
久 

議
員

　
山
形
県
川
西
町
議
会
で

は
、
議
会
事
務
局
に
頼
ら

ず
、
議
員
だ
け
で
広
報
紙

の
編
集
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
全
７
地
区
か
ら
８

人
の
町
民
モ
ニ
タ
ー
を
選

び
、
そ
の
意
見
も
取
り
入

れ
る
な
ど
、
読
み
手
を
意

識
し
た
紙
面
づ
く
り
を
実

践
。「
広
報
に
よ
っ
て
議

会
が
町
民
と
深
い
絆
を
結

ぶ
」
と
い
う
試
み
に
は
、

不
断
の
努
力
と
意
欲
が
欠

か
せ
な
い
と
強
く
感
じ
ま

し
た
。

不
断
の
努
力

佐
藤 

昭
光 

議
員

　
文
字
を
少
な
く
写
真
を

多
く
、
見
出
し
は
大
き
く

簡
潔
に
し
、
文
章
の
ス
リ

ム
化
を
図
る
な
ど
、「
読

み
手
を
第
一
に
考
え
る
」

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま

し
た
。
読
ん
で
も
ら
う
た

め
に
は
情
報
を
詰
め
込
み

過
ぎ
ず
、
余
白
を
生
か
す

こ
と
も
必
要
で
す
。

　
町
民
が
参
加
す
る
場
面

を
多
く
取
り
入
れ
る
な

ど
、
親
し
み
を
感
じ
て
も

ら
え
る
工
夫
を
、
今
後
の

紙
面
づ
く
り
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

読
み
手
を
第
一
に

高
橋 

義
則 

議
員

　「
読
ん
で
も
ら
う
」
だ

け
で
な
く
、「
こ
こ
を
改

善
し
た
方
が
よ
い
」
と
町

民
か
ら
意
見
を
い
た
だ
け

る
広
報
づ
く
り
も
大
切
だ

と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

写
真
の
大
き
さ
や
配
置
、

フ
ォ
ン
ト
な
ど
、
読
み
手

の
視
線
を
意
識
し
た
デ
ザ

イ
ン
の
重
要
性
も
再
認
識

し
ま
し
た
。

　
町
民
の
声
を
紙
面
づ
く

り
に
生
か
し
、
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
議
会
広

報
を
目
指
し
ま
す
。

関
心
を
持
た
れ
る
広
報

大
本 

治
久 

議
員
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今回は、交通安全・防
犯活動に息長く取り組
んでいる「川崎第二小
学校見守り隊」の皆さ
まからご意見をお聞き
しました。

児
童
の
交
通
安
全
・
防
犯
に
つ
い
て

児
童
の
交
通
安
全
・
防
犯
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

３
年
の
任
期
を
過
ぎ
て
も

町
に
残
っ
て
定
住
し
、
結

婚
、
子
育
て
が
確
実
に
で

き
る
よ
う
、
強
力
な
支
援

を
願
う
。

地
域
の
人
が
集
っ
て
語
ら

う
、
安
ら
ぎ
の
場
が
少
な

い
。
私
た
ち
も
つ
く
る
予

定
な
の
で
、
町
も
議
会
も

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

５
年
先
、
10
年
先
の
町
の

発
展
を
考
え
る
住
民
の
懇

話
会
を
、
今
こ
そ
発
足
す

べ
き
だ
。

議
員
は
町
民
の
声
を
す
い

あ
げ
、
行
政
に
提
示
し
て

議
論
も
し
、
結
果
を
自
分

の
会
報
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

　
　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
町
や
議
会
に
望
む
こ
と

　
　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
町
や
議
会
に
望
む
こ
と

今回いただいた貴重なご
意見・ご要望は、町政へ
反映できるよう尽力いた
します。

◆川崎第二小学校見守り隊
平成18年に学校周辺で不審者が目撃されたこ
となどを受け、民生委員の協力も得ながら９人
でスタートしました。学校前で午後２時から４
時まで手旗を振るなど、下校する児童の安全を
見守っています。

　い
つ
か
ら
？

　ス
タ
ー
ト
し
て
約
20

年
、
事
件
事
故
が
ま
っ
た

く
無
く
効
果
を
実
感
し
て

い
る
。

QA
　ど
ん
な
思
い
で
？

　児
童
が
誰
と
で
も
あ

い
さ
つ
し
合
う
の
が
当
た

り
前
に
な
っ
た
の
が
う
れ

し
い
。

QA

　や
り
が
い
は
？

　卒
業
生
が
毎
年
、
感

謝
の
寄
せ
書
き
を
贈
っ
て

く
れ
る
。

QA
　学
校
前
は
交
通
量
が

多
い
が
？

　大
型
車
な
ど
か
ら
安

全
運
転
で
合
図
を
く
れ
る

よ
う
に
な
り
、
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

QA

▲帰路の児童と笑顔で挨拶

左から森岡 考七さん（野上）、森岡 イマヱさん（野上）
丹野 熊雄さん（野上）
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9月
会議
9月
会議

　会
議
は
、
９
日
か
ら
19
日
に
開
き
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
改
正
案
３
件
、
決
算
認
定

案
８
件
、
補
正
予
算
案
５
件
、
人
事
案
２
件
を
慎
重
に

審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

機
器
の
対
応
年
数
は

佐
藤 

昭
光 

議
員

病
院
事
務
長

質

　
疑

　

  

新
し
い
機
器
は
30
年

も
つ
も
の
な
の
か
。

問
　

  

耐
用
年
数
は
10
年
〜

15
年
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

病
院
内
に
は
１
０
７
台
が

設
置
し
て
あ
り
、計
画
的
に

更
新
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

答

人
事
案
件

令和７年10月10日から
令和10年10月９日まで
３年間

（大河原町）
相原　稔彦 さん
あい はら とし ひこ

令
和
９
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
11
年
12
月
31
日
ま
で

３
年
間

（
裏
丁
下
）

大
宮

　
長
子 

さ
ん

お
お 

み
や

ち
ょ
う
こ

教
育
長（
再
任
）

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員

（
再
任
）

教
育
委
員（
再
任
）

令和７年12月13日から
令和11年12月12日まで
４年間

（前川東部）
大宮　國男 さん
おお みや くに  お

一
般
会
計
補
正
予
算

■ 

補
正
内
容

急
傾
斜
地
の
間
伐

　
　
　
　５
５
０
万
円

エ
ア
コ
ン
更
新

　
　
　２
２
０
０
万
円

　前
川
字
羽
坂
山
の
急
傾

斜
地
の
土
砂
崩
れ
対
策
等

応
急
防
止
措
置
を
目
的
に
、

委
託
費
を
計
上
す
る
も
の

で
す
。

■ 

補
正
内
容

　病
室
内
の
フ
ァ
ン
コ
イ

ル
ユ
ニ
ッ
ト
11
台
の
更
新

を
目
的
に
、建
設
改
良
費

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

■ 

補
正
内
容

蛙
岩
橋
護
岸
を
改
修

　
　１
億
７
８
０
万
円

　建
設
か
ら
58
年
が
経
過

し
て
い
る
蛙
岩
橋（
碁
石

地
区
）の
橋
梁
補
修
工
事

に
必
要
な
護
岸
の
整
備
を

目
的
に
、工
事
請
負
費
を

計
上
す
る
も
の
で
す
。

病
院
事
業
会
計

補
正
予
算

7月
会議
7月
会議

▲少しでも安全な環境を

　会
議
は
、
８
日
か
ら
17
日
に
開
き
ま
し
た
。

提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
改
正
案
１
件
、
決
算
認
定

案
８
件
、
補
正
予
算
案
５
件
、
人
事
案
１
件
を
慎
重
に

審
議
し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
　１
億
１
５
７
７
万
円
追
加８月豪雨落雷被害復旧　８５６７万円８月豪雨落雷被害復旧　８５６７万円

路線バス運行補助
８４８万円

路線バス運行補助
８４８万円

■ 

補
正
内
容

代
替
交
通
を
補
助

　大
河
原
間
路
線
バ
ス
廃

止
に
伴
う
代
替
交
通
に
対

す
る
運
行
補
助
を
目
的
に
、

補
助
金
を
計
上
す
る
も
の

で
す
。

■ 

補
正
内
容

低
所
得
者
へ

　
　一
律
９
０
０
０
円

　重
点
支
援
地
方
交
付
金

を
活
用
し
、物
価
高
騰
の

影
響
を
受
け
た
低
所
得
世

帯
に
対
す
る
給
付
金
の
給

付
を
目
的
に
、扶
助
費
等

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
補
正

　８
８
５
万
円

　会
議
は
、14
日
に
開
き

ま
し
た
。

　提
案
さ
れ
た
議
案
は
、

補
正
予
算
案
１
件
を
慎
重

に
審
議
し
、原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

■ 

補
正
内
容

農
地・こ
ど
も
園
を
復
旧

　８
月
の
豪
雨
や
落
雷
に

よ
り
被
害
を
受
け
た
各
施

設
の
復
旧
を
目
的
に
、災

害
復
旧
費
を
計
上
す
る
も

の
で
す
。

任 

期

任 

期

任 

期

今回は、交通安全・防
犯活動に息長く取り組
んでいる「川崎第二小
学校見守り隊」の皆さ
まからご意見をお聞き
しました。

児
童
の
交
通
安
全
・
防
犯
に
つ
い
て

児
童
の
交
通
安
全
・
防
犯
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
が

３
年
の
任
期
を
過
ぎ
て
も

町
に
残
っ
て
定
住
し
、
結

婚
、
子
育
て
が
確
実
に
で

き
る
よ
う
、
強
力
な
支
援

を
願
う
。

地
域
の
人
が
集
っ
て
語
ら

う
、
安
ら
ぎ
の
場
が
少
な

い
。
私
た
ち
も
つ
く
る
予

定
な
の
で
、
町
も
議
会
も

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

５
年
先
、
10
年
先
の
町
の

発
展
を
考
え
る
住
民
の
懇

話
会
を
、
今
こ
そ
発
足
す

べ
き
だ
。

議
員
は
町
民
の
声
を
す
い

あ
げ
、
行
政
に
提
示
し
て

議
論
も
し
、
結
果
を
自
分

の
会
報
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

　
　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
町
や
議
会
に
望
む
こ
と

　
　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　
　
　
　
町
や
議
会
に
望
む
こ
と

今回いただいた貴重なご
意見・ご要望は、町政へ
反映できるよう尽力いた
します。

◆川崎第二小学校見守り隊
平成18年に学校周辺で不審者が目撃されたこ
となどを受け、民生委員の協力も得ながら９人
でスタートしました。学校前で午後２時から４
時まで手旗を振るなど、下校する児童の安全を
見守っています。

　い
つ
か
ら
？

　ス
タ
ー
ト
し
て
約
20

年
、
事
件
事
故
が
ま
っ
た

く
無
く
効
果
を
実
感
し
て

い
る
。

QA
　ど
ん
な
思
い
で
？

　児
童
が
誰
と
で
も
あ

い
さ
つ
し
合
う
の
が
当
た

り
前
に
な
っ
た
の
が
う
れ

し
い
。

QA

　や
り
が
い
は
？

　卒
業
生
が
毎
年
、
感

謝
の
寄
せ
書
き
を
贈
っ
て

く
れ
る
。

QA
　学
校
前
は
交
通
量
が

多
い
が
？

　大
型
車
な
ど
か
ら
安

全
運
転
で
合
図
を
く
れ
る

よ
う
に
な
り
、
認
知
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

QA

▲帰路の児童と笑顔で挨拶

左から森岡 考七さん（野上）、森岡 イマヱさん（野上）
丹野 熊雄さん（野上）
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９
月
会
議
・
７
月
会
議
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を して

みませんか
議会 傍聴を して

みませんか
議会 傍聴を して

みませんか
議会 傍聴

　議員は、議場でどんな発言をしている
か。また、どんなまちづくりを考えている
か、今後の町の方向性を直接聞くことがで
きる良い機会です。ぜひお越しください。

※次回の会議は12月1日(火)～4日(金)
　  一般質問は12月2日(水)・3日(木)
　　午前10時、再開の予定です。

議会ライブ中継 配信中
（傍聴者は７月会議０人、９月会議６人、
 ライブ中継は２１６アクセスでした。）

お 知 ら せ
発行日
令和8年10月31日
発　行
川崎町議会

No.2４4議会情報便

編集　議会広聴・広報委員会編集　議会広聴・広報委員会

表紙の説明「はしって とんで ゴールへ」

撮影　広報モニター　藤原 義信さん

「かわさきこども園運動会」にて

提供：広報モニター　佐々木 和人さん撮影場所：川内字朴ノ木山地内

町の風景

見上げれば秋色見上げれば秋色
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　本紙の「町の風景」（裏表紙）に掲載する写真を町
民の方より募集します。写真をご提供いただける方
は、議会事務局までご連絡をお願いします。

※ご提供いただいた写真が必ず掲載となるものではあり
ません。ご理解のうえでご提供願います。

※写真のタイトルは議会広聴・広報委員会で決定いたし
ます。

掲載写真を募集します

詳しくは、議会事務局まで TEL（0224）84ー2301

議会映像配信
議会の様子が
ご覧いただけます。
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